








































































た。 1915 年に「21 か条」という非常に苛烈な要























































ころが 20 年代、 30 年代ぐらいに入ってくると、










副会長になっています。 26 年の 5 月には副会長
のまま同文書院の第 5 代院長になります。それで





いわけにはいかないということで、 1926 年の 10









1946 年の 1 月に同文会が解散されるまで、と言っ




























































て、近衛はその間第 2次、第 3 次内閣を組織します。
第 2次内閣の時の 40 年 9 月、日本は北部仏印に兵
を進め、また日独伊三国同盟を締結しました。そし
て第 3 次近衛内閣期、日本が南部仏印に進駐すると、




























































態もみられるのです。その第 l は、 1937 年の 7
月 7 日、慮溝橋事件勃発後、最初は不拡大・局地









































































































































































































































































ういう学生が東亜同文書院の 26 期から 32 期の 7
学年のあいだに 40 人ぐらいた。 1 学年平均 5 ～









たい 11 年間に 350 人の左翼学生が東大にはいた。
東大の学生の総人員は 3 学年で約 6,000 人、その
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うちの 90 人ぐらいがそうです。絶対数では l 学
年、同文書院の場合は 5 ～ 6 人c 東大のほうは約
30 人と多いですが、学生が左翼の影響を受けた
比率は、東大は約 6,000 人に対して約 90 人、同
文書院は約 400 人に対して約 20 人ですから、東


























































































































































































































ておりません。 2 年後の 1924 年には解党する。
それ以後の彼は再ぴ共産党に入ることはなかっ
た。いろいろな経過は省略しますが、基本的には
合法左翼の最左翼として活動します。共産党はも
う非合法化されていますし、多くの者が牢獄につ
人物でたどる東亜両立書院から愛知大学
ながれていますから、実際的な指導はできないわ
けです。ですからそれに代わって他にいろいろ社
会大衆党とかの社会民主主義的な政党があります
けれども、その左翼として早稲田大学の大山郁夫、
京都大学をもう辞めておりましたが河上肇、そ
れから東京で非常に活躍しておりました加藤勘十
（戦後は社会党）、こういう人達と一緒に合法左翼
のぎりぎりのところで活動します。ところが何度
も投獄されて 2 度も転向することになる。この辺
は歴史家岩村登志夫さんの研究による評価がうま
くまとめております［資料 18、参照］。
小岩井先生、この人も偉いです。確かに敵に屈
伏して転向した。「戦争を遂行し日本にファシズ
ム的な体制を樹立した勢力に屈伏したことは本当
に残念なことである。間違いでしたj ということ
を公に自己批判する。この公に自己批判するとい
うのが重要なことなんです。これは本当に誠実な
入閣のすることです。あの戦前のすさまじい弾圧
のもとで転向したということを誰も非難できな
い。それを「間違ってましたj と、戦後大阪で共
産党の候補を応援する中でいうわけです。以後は
共産党にもちろん入れない。当時共産党には徳田
球ーという指導者がおりまして皆さんも知ってい
ると思いますが、ちょっと家父長的な、あまりイ
ンテリでもない親分肌の人でした。彼に嫌われて
共産党に戻れない。では自分は左翼として統一戦
線のために闘う。教育のために闘う。愛知大学の
ために頑張るという形で過去の誤ちの一切を克服
するわけです。
むすび
ですから私が申し上げたいのは、東亜同文書
院の後半はすさまじい混乱で、日中戦争を推進し
た勢力も出た。しかしそれを今まで、の立場に立っ
て体制内から阻止しようとした石射のような人も
出た。体制外から根本的にこれと闘おうとした中
西、西里、尾崎庄太郎といったような人も出た。
そして最後に抵抗勢力は全て潰されたけれども、
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戦争そのものが敗北することによって今までの支
配勢力は基本的に壊滅した。その廃撞の上に東亜
同文書院の進歩的な伝統を受け継いで、新しい理
念のもとで小岩井さんが起草されたと言われる設
立趣意書［資料旬、参照］に書かれているよう
に、民主主義、世界平和主義、そして豊橋・愛知
県・中部地方を中心とした地方重視という理念を
持ってできたのが愛知大学です。同文書院は直線
的に愛大になったのではない。同文書院は一時完
全に潰れたので、愛知大学は法人的にも学校的に
もこれは別のものです。しかし同文会や同文書院
の中の新しい時代を切り開こうとした人達を中心
に、新しい理念のもとで作られたのが愛大であっ
て、その限りで同文書院の肯定的な面を受け継い
で匙った大学というふうに私は感じております。
ほとんど時聞がありませんが、せっかくですし、
早口でしゃべったので分かり難いところもあった
と思いますので、どうしても聞いておきたいこと
がございましたら質問してください。
質疑応答：
【質問者l 石射さんという方は東亜局長を辞任な
さったあと何をしていらっしゃったんですか。
！大島1 詳しい履歴をいうときりがないんですけ
れども、そのあとはいろいろな国の大使を歴任さ
れます。しかしまあちょっと冷や飯的なところで
す。最後はピルマ大使ですが、ピルマは大東亜共
栄閣の中に入っておりましたから、そのことで戦
後公職を追放されました。しかし私には、例のユ
ダヤ人のためにピザを書きまくった杉原千畝とど
こか似た感じがします。
私の話はどちらかと言うと今までの人の話と
ちょっと違うと思います。テーマや時代が違って
いるせいもありますけれども、どこが違うかと
言うと大学史で人物を扱うと全部神格化してしま
う。慶応大学の福沢さんは偉い人だ、同志社大学
の新島さんも早稲田大学の大限さんも偉い人だ、
と。だから東亜同文書院の正史には、近衛文麿が
154 
院長として上海を訪問したことだけ書いてある。
そのあとのことはほとんど書いてない。最後に自
決したということだけは出てくる。本問先生がこ
ういうふうに自分の戦争責任を自己批判している
ということもあまり言わない。まして小岩井さん
が 2 度も転向しているということ、しかもそれを
自己批判したということは、愛大の正史には書い
てない。これでは不十分である。
人間は歴史の中でいろいろな功績もあると同時
にいろいろな過ちも犯すのであって、それはちゃ
んと書かないといけない。ただ自虐的に書くの
ではなくて、それを彼等はどのように公に自己批
判し克服したかということまで書かないといけな
い。この分析視覚は今日の日本全体の大学史研究
の 1 つの硫れになりつつあります。そういう意味
で私はずいぶん愛大の創立者なんかの消極的な面
と言うか否定的な函までズパズパ言いったと思い
ますけれども、彼等は自己批判してそれを克服し
ました。それが偉い。そのことが却って偉い。あ
まり神様扱いにしたらだめです。慶応の福沢とか、
同志社の新島とか、早稲田の大限とかのいいとこ
ろばかり書いたら、それは物語であって歴史には
ならない。私は現在の科学的と言われている新し
い大学史の流れに拠っているつもりです。あまり
皆さん f大島先生むちゃくちゃ言ってたぞ」とい
うふうに思わないでください。 全部は説明しき
れませんでしたけれども、資料をできるだけ正確
に作ったつもりですので、また何かの勉強に利用
していただきたいと思います。
［司会］ それでは時間になりましたので本日の講
座はこれで終了させていただきます。大島先生に
もう l 度拍手をお願いします。
今年度の豊橋市民大学トラム愛知大学連携講座
はいかがでしたでしょうか。来年度以降もより充
実した講座を開催したいと考えておりますので、
今後ともよろしくお願いいたします。ありがとう
ございました。
